
令和５年度 第１０回政策推進会議報告 

日 時 １１月２２日 １３時３０分～１４時３０分 

場 所 ＷＥＢ会議室 

出席者 １９人 

 

１ 次期尼崎市議会臨時会市長提出予定案件について 

 中川総合政策局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・（市長）本市としては、基本的に公務員の給与は人事院勧告に準拠し、特別職についても、国

の特別職に準拠していくという方針であるが、給付金事業等の経済対策の実施まで今しばらく

の日時を要するなど、依然として苦しい状況に置かれている市民に寄り添いたいという思いか

ら、今回に限り 12 月の期末手当の改定は見送る判断をしたところである。各特別職の皆さん

には少しご迷惑をおかけすることになるが、ご理解いただければと思っている。 

 

 

２ 尼崎市屋外広告物条例の一部改正（素案）に対する市民意見公募手続の結果に

ついて 

 田尻都市整備局長から資料に基づき報告。（以下、質疑等） 

・（市長）この取組みにおける各局の関与の仕方と、デザイン性の確保の方法について改めて確

認したい。 

・（都市整備局長）まず１点目の各局の関与の仕方については、公共施設における屋外広告物の

掲出を認めていく取組みであるので、掲出するかどうかも含め、各施設を管理している局の判

断で実施いただくものと考えている。また、実施に伴う広告収入に関しても、各局の予算とし

てその施設の維持管理や公共的な取り組みに充てられるよう、現在財政部局と協議を進めてい

るところである。 

  次に２点目の景観を損なわないようなデザイン性の確保については、大阪や横浜と同様に、

ガイドラインの作成を予定している。ガイドラインの作成に当たっては学識経験者の方にもご

協力いただきながら、一定の基準を作ることでデザイン性の担保を取っていきたい。このガイ

ドラインに則り、各局でご判断いただきながら、屋外広告物のデザインについては開発指導課

の職員がチェックしたうえで掲出を認めていくといった形で進められたらと考えている。 

 

 

３ その他 

 ○安田教育次長から市立学校園における石積み施設の安全点検調査結果について説明。（以下、

質疑等） 

  ・（森山副市長）芦原公園での事故を受け、直ちに公園、公立保育所や福祉施設等小さな子

どもたちが活動するような場所における同様の石積み施設の危険箇所のチェックを進め、

特に公園以外は問題なかった。市立学校園においても調査を行ってきたところであるが、

今の報告では対応すべき学校園が６校あり、年度内の工事完了を目指すとのこと。公園へ

の対応についても、一刻も早く対処するということであわせてお願いする。 

 


